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グスタフ・クリムト　『音楽』（下絵）1895 年　部分　バイエルン州立絵画コレクション・ミュンヘン「ノイエ・ピナコテーク」所蔵
ベルヴェデーレ下宮 Unteres Belvedere　企画展「クリムトとリング通り Klimt und die Ringstraße」にて 2015 年 10 月 11 日まで展示

Gustav Klimt　Die Musik (Entwurf), 1895　Öl auf Leinwand　37 × 44,5 cm　　Ⓒ bpk / Bayerische Staatsgemäldesammlungen



Jun Sugimoto 原子力の話Ⅱ「ウィーンと京都」

◎◎ 空港送迎や観光は快適なメルセデスベンツで ◎◎
Tel. O676-700 3728（英語＆独語）

＊＊日本語でのご予約はメールでお早めに gekkan@utanet.at（翻訳仲介ボランティア）＊＊
料金例：空港〜ウィーン市内（３名様まで＋通常スーツケース２個まで）片道€35

別車種（４名様まで＋通常スーツケース４個まで）€35 ／５名様の場合は€52

日本語定期観光バス
　　　　　　　　　　　 完全予約制   日本語ご予約
　　　　　　　　　　　　 tel. (01)716 0947

マイバス・センター Tumlare Corporation Austria GmbH
Opernring 1/R-701  A-1010 Wien   市内半日／ウィーンの森
月〜金 09:00-17:30  tel. 01-7160947   ウォーキングツアー 他

ウィーン半日市内観光／ウィーンの森半日観光／
シシィツアー／美術史博物館とクンストカンマー／
旧市街と大観覧車から眺めるイルミネーションツアー／
電車と船で行くヴァッハウ渓谷のんびりツアー その他

毎日催行完全予約制

日本語観光ツアー
みゅう ウィーン Miki Travel Vienna

ミールクーポン、オペラやコンサートの
チケットの予約・販売も致しております。

月〜金 09:00-17:30  tel. 01-310 2188 18
月刊ウィーン 定期購読のご案内

 ◆ 日本で定期購読をご希望の場合は１年分 9000 円（計 12 冊分）を以下にお振込み下さい。
 ◦三菱東京 UFJ 銀行 金沢文庫駅前支店（支店コード 304）口座 0449986（有森トランスレーション）又は
 ◦日本の郵便口座 00210-3-77876（有森トランスレーション）　振込み後、以下にお申し込みください：
　gekkan@utanet.at　又は郵送 K.Fukuda, Wildpretmarkt 1-7, A-1010 Wien  Austria 
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我
が
国
産
官
学
の
協
力
に
よ
り
、
一
昨

年
の
十
二
月
か
ら
ベ
ト
ナ
ム
原
子
力
界
の

リ
ー
ダ
を
担
う
人
材
の
育
成
、
自
ら
研
究

や
設
計
が
で
き
る
自
立
し
た
研
究
者
・
技

術
者
の
育
成
を
目
的
と
し
た
日
本
ベ
ト

ナ
ム
原
子
力
研
究
・
人
材
育
成
フ
ォ
ー
ラ

ム
を
開
催
し
て
い
る
。
本
年
六
月
十
一
～

十
二
日
に
第
四
回
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
ベ
ト
ナ

ム
の
ハ
ノ
イ
で
開
催
さ
れ
た
。
第
三
回
ま

で
は
、
熱
流
動
、
材
料
、
研
究
炉
と
個
々

の
研
究
開
発
が
テ
ー
マ
だ
っ
た
が
、
今
回

は
全
て
に
共
通
す
る
人
材
育
成
に
つ
い
て

情
報
交
換
を
行
う
と
と
も
に
、
意
見
交
換

を
通
じ
た
日
本
・
ベ
ト
ナ
ム
間
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
確
立
す
る

こ
と
が
ね
ら
い
で
あ
る
。
我
が
国
か
ら
は
、

日
立
、東
芝
、三
菱
、

国
際
原
子
力
開
発
、

原
子
力
国
際
協
力

セ
ン
タ
ー
、
原
子

力
機
構
、
東
工
大
、

長
岡
技
科
大
、
東

大
、
北
大
、
京
大

か
ら
約
三
十
名
、

ベ
ト
ナ
ム
か
ら
は

原
子
力
庁
、
放
射

線
・
原
子
力
安
全

規
制
庁
、
原
子
力

研
究
所
、
ハ
ノ
イ
工

科
大
学
な
ど
か
ら
、

約
四
十
名
の
参
加

が
あ
っ
た
。

フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は

計
一
五
件
の
発
表

と
パ
ネ
ル
討
論
が

あ
っ
た
。「
原
子
力

導
入
国
に
お
け
る

リ
ー
ダ
育
成
の
た

め
の
人
材
育
成
計
画
」
と
題
す
る
パ
ネ
ル

討
論
で
は
、
筆
者
は
ベ
ト
ナ
ム
原
子
力
研

究
所
の
ト
ア
ン
氏
と
共
同
議
長
を
務
め
、

日
越
各
三
名
、
計
六
名
の
パ
ネ
リ
ス
ト
か

ら
の
基
調
報
告
を
受
け
、
フ
ロ
ア
を
交
え

て
活
発
な
討
論
が
あ
っ
た
。
最
後
に
筆
者

よ
り
、
物
理
原
理
に
基
づ
く
基
礎
的
か
つ

深
い
知
識
の
習
得
、
政
府
に
よ
る
戦
略
と

強
力
な
支
援
、
研
究
炉
や
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ

の
建
設
を
通
じ
た
能
力
の
向
上
、プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
管
理
へ
の
応
用
と
統
合
、
人
材
育
成

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
、
国
際
協
力
の
重

要
性
な
ど
八
項
目
を
パ
ネ
ル
討
論
の
結
論

と
し
て
と
り
ま
と
め
た
。
二
泊
一
機
中
泊
四

日
と
弾
丸
出
張
で
は
あ
っ
た
が
、
全
体
に

意
義
深
い
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
あ
っ
た
と
思
う
。

　

さ
て
、
今
月
の
ウ
ィ
ー
ン
と
京
都
の
対

比
で
は
、
両
市
の
植
物
園
に
つ
い
て
述
べ
て

み
た
い
。
ウ
ィ
ー
ン
の
ベ
ル
ヴ
ェ
デ
ー
レ
宮

殿
庭
園
内
に
あ
る
植
物
園
は
、一
七
五
四
年

に
マ
リ
ア
・
テ
レ
ジ
ア
女
帝
が
設
立
し
た

も
の
で
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
や
欧
州
の
植
物

な
ど
が
植
え
ら
れ
て
い
る
。
約
八
ヘ
ク
タ
ー

ル
の
敷
地
に
は
、
科
学
研
究
、
希
少
種
の

保
護
な
ど
を
目
的
に
、
一
万
千
五
百
種
の

植
物
が
栽
培
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
シ
ェ
ー

ン
ブ
ル
ン
宮
殿
庭
園
内
に
あ
る
パ
ル
メ
ン
ハ

ウ
ス
は
、
一
八
八
二
年
、
皇
帝
フ
ラ
ン
ツ
・

ヨ
ー
ゼ
フ
の
命
に
よ
り
建
て
ら
れ
た
欧
州

最
大
規
模
の
温
室
で
あ
る
。
温
室
内
は
三

つ
の
気
候
帯
に
分
か
れ
て
お
り
、一
番
高
い

屋
根
の
ホ
ー
ル
に
は
地
中
海
地
方
や
カ
ナ

リ
ア
諸
島
、
南
ア
フ
リ
カ
な
ど
、
北
側
の

ホ
ー
ル
に
は
中
国
、日
本
、ヒ
マ
ラ
ヤ
な
ど
、

南
側
の
ホ
ー
ル
に
は
熱
帯
、
亜
熱
帯
地
方

の
植
物
が
植
え
ら
れ
て
い
る
。

　

一
方
、
京
都
市
北
部
に
あ
る
京
都
府
植

物
園
は
、
一
九
二
四
年
に
大
典
記
念
京
都

植
物
園
と
し
て
開
園
し
た
。
第
二
次
大
戦

中
は
園
内
に
菜
園
が
設
け
ら
れ
、
戦
後
は

連
合
軍
に
接
収
さ
れ
住
宅
が
建
て
ら
れ
た

と
言
う
。
多
く
の
樹
木
が
伐
採
さ
れ
る
な

ど
苦
難
の
時
代
が
続
い
た
が
、
六
一
年
そ
の

姿
を
一
新
し
再
び
公
開
し
た
。
そ
の
後
、
施

設
の
整
備
を
積
み
重
ね
、
九
二
年
に
竣
工

し
た
回
遊
式
観
覧
温
室
は
世
界
の
熱
帯
植

物
が
身
近
に
観
賞
で
き
、
我
が
国
最
大
級

の
温
室
で
あ
る
。
同
園
に
は
、
広
大
な
芝

生
地
、
桜
林
、
ば
ら
園
、
竹
笹
、
針
葉
樹

な
ど
が
あ
り
、
約
二
四
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
収

集
植
物
は
約
一
万
二
千
種
と
我
が
国
最
大

規
模
で
あ
る
。八
十
万
人
以
上（
二
五
年
度
）

と
我
が
国
最
大
の
入
場
者
が
あ
る
。
両
市

の
植
物
園
は
歴
史
と
規
模
を
誇
る
と
と
も

に
、
市
民
の
憩
い
の
場
、
教
養
・
研
究
の

場
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
こ
と

が
共
通
し
て
い
る
。

　

余
談
で
あ
る
が
、
筆
者
は
ウ
ィ
ー
ン
赴

任
中
、
植
物
園
を
一
度
訪
問
す
る
機
会
が

あ
っ
た
。
パ
ル
メ
ン
ハ
ウ
ス
に
は
先
日
の

ウ
ィ
ー
ン
出
張
時
に
寄
る
こ
と
が
で
き
た
。

大
き
な
蓮
の
花
が
印
象
的
だ
っ
た
。
京
都

府
植
物
園
は
学
生
時
代
に
何
回
か
訪
れ
た

が
、
近
年
も
家
内
ら
と
た
ま
に
訪
問
し
て

い
る
。
両
市
の
植
物
園
を
紹
介
で
き
た
幸

運
に
感
謝
し
つ
つ
、
パ
ル
メ
ン
ハ
ウ
ス
の
写

真
を
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

■
杉
本
純
京
都
大
学
教
授

元
原
子
力
機
構
ウ
ィ
ー
ン
事
務
所
長
■

杉
本
純
の
原
子
力
の
話
Ⅱ

ウ
ィ
ー
ン
と
京
都 
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SV HORN 本田圭佑オーナーがホルンで初会見 Keisuke Honda
　プロサッカー選手本田圭佑さん（ＡＣミラン・日本代
表 FW/MF）のマネジメント事務所「ホンダ・エスティー
ロ HONDA ESTILO」社は、オーストリアのニーダーエス
タライヒ州ホルンを本拠地とする1922年創設のサッカー
クラブ『エスファウ・ホルン SV Horn』（レギオナルリー
ガ＝オーストリア 3 部リーグ）を買収、経営参入が決定
したことを今年 6 月 9 日に発表。同日、ＳＶホルンの総
会で正式に承認された。オーストリアは外国人枠が他国
より広い、クラブに将来性がある、ＳＶホルンが活動域
をアジア圏に伸ばしたい意向、などで意見が一致した。

パルメンハウス

　ＳＶホルンの実質的オーナー
として本田圭佑さんが 7 月 8 日、
ホルンで初会見を行った（写真）。
　コンサドーレ札幌の榊翔太選
手（写真）がＳＶホルンに完全移
籍した。6 月 28 日から 7 月 8 日
まで練習参加。新シーズンに向
けて７月 20 日にチームに再合流。
　ＳＶホルン初の日系企業スポン
サーとして「ミズノ」がオフィシャ
ルサプライヤー契約を締結した。

eurobrand Austria 2015

　オーストリアのブランドヴァリューに関する 2015 年度の
報告「ユーロブランド・オーストリア 2015」が発表された。
オーストリア資本 45％以上の企業が対象となるので「Ａ１テ
レコム」は脱落、家具の「ルッツ」が初めてトップテン入りした。

日越フォーラム参加者

1. レッドブル
2. スワロフスキー グループ
3. ノヴォマティック グループ
4. シュパール Ö グループ
5. ライフアイゼン銀行 グループ
6. オーストリア鉄道 グループ
7. エルステバンク グループ
8. OMV　9. VIG　10. XXXLutz

R.Hasslinger　　 G.Hrebicek　 　K.Hanusch-Linser

Foto: Honda Estilo Foto: Honda Estilo


